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ロ
ッ
ク
の
政
治
思
想

塚

崎

智

序

　
中
世
共
同
体
の
階
層
的
秩
序
の
崩
壊
、
絶
対
主
義
国
家
の
成
立
と
い
う
歴
史
過
程
を
背
景
と
し
て
、
「
個
人
」
対
「
国
家
」
と
い
う
緊

張
関
係
が
あ
ら
わ
に
な
り
、
個
入
に
と
っ
て
国
家
権
力
は
い
か
な
る
存
在
理
由
を
主
張
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
が
鋭
く
提

起
さ
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
近
代
自
然
法
理
論
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
へ
の
解
答
の
一
努
力
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ジ
「
、

ン
・
ロ
ッ
ク
の
政
治
理
論
の
問
題
と
し
た
と
こ
ろ
も
又
、
国
家
の
正
統
性
の
根
拠
で
あ
っ
た
。
彼
の
『
政
府
論
』
（
8
≦
o
↓
村
鶏
酔
置
Φ
ω
無

O
o
く
①
ヨ
ヨ
⑦
葺
H
①
⑩
O
）
の
第
ご
論
文
の
副
題
に
は
、
「
市
民
政
府
の
真
の
起
源
・
範
囲
及
び
目
的
に
つ
い
て
」
（
鳴
戸
図
。
。
ω
曙
8
欝
8
讐
冒
α
q

夢
Φ
8
建
ゆ
○
甑
σ
q
冒
臨
り
国
繋
①
簿
”
9
⇔
魁
団
鄭
幽
。
栖
Ω
〈
臨
O
o
〈
①
導
ヨ
③
纂
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
従
来
の
伝
統
的
権
威
に
対
し
て
、
嫌
疑
が
か
け
ら
れ
て
く
る
時
、
「
伝
統
・
慣
習
に
よ
っ
て
善
と
さ
れ
る
も
の
」
と
「
そ
の
本
性
上
善

な
る
も
の
」
と
の
分
離
が
意
識
に
上
り
、
「
伝
承
」
対
「
経
験
」
或
は
「
人
為
」
対
「
由
良
」
と
い
う
分
裂
乃
至
対
立
関
係
が
意
識
さ
れ

て
、
伝
統
の
中
に
埋
没
し
て
い
た
自
然
が
発
見
さ
れ
て
く
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
自
然
の
概
念
は
、
早
筆
概
念
と
し
て
機
能
し
、
歴
史
的

伝
統
に
対
し
て
は
、
そ
の
批
澗
の
基
準
と
な
り
、
薪
た
に
理
論
的
に
購
成
さ
れ
る
人
工
国
家
に
と
っ
て
は
、
そ
の
構
成
根
拠
と
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
絶
対
主
義
戸
主
の
弁
証
理
論
で
あ
っ
た
、
フ
ィ
ル
マ
ー
の
『
霜
主
父
権
論
』
（
躍
諺
。
さ
菊
v
「
℃
⇔
鼠
貧
。
一
重
＝
ハ
三
〇
年
代
に
書
か
れ



た
そ
の
草
稿
は
、
　
王
党
派
の
人
々
に
回
読
さ
れ
、
　
そ
の
一
部
は
四
八
年
匿
名
で
刊
行
さ
れ
た
が
、
　
一
六
八
○
年
ホ
イ
ッ
グ
に
よ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
「
王
位
掛

除
法
」
閥
争
を
蕎
景
に
、
ト
ー
り
一
に
よ
っ
て
初
め
て
公
刊
き
れ
た
）
で
さ
え
も
、
そ
の
理
論
の
根
拠
を
、
ア
ダ
ム
の
自
然
権
と
し
て
の
父
権
に

お
い
た
の
で
あ
っ
た
。
　
一
七
世
紀
後
半
以
来
、
自
然
状
態
、
又
そ
の
状
態
に
お
け
る
自
然
的
個
入
を
、
政
治
理
論
の
前
提
と
し
て
構
想
す

る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
そ
し
て
、
そ
の
自
然
状
態
・
自
然
的
個
人
及
び
そ
れ
ら
を
支
配
す
る
自
然
法
の
性
格
を
い
か
に
把
握
す
る
か

に
応
じ
て
、
政
治
理
論
も
さ
ま
ざ
ま
な
様
相
を
璽
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
ロ
ッ
ク
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
わ
れ
わ

れ
は
、
こ
の
試
論
に
お
い
て
、
ロ
ッ
ク
の
自
然
法
思
想
の
変
質
過
程
を
辿
り
つ
つ
、
彼
の
政
治
思
想
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
努

め
た
い
。

繍
　
慮
然
法
の
主
観
化

　
　
　
ロ
ッ
ク
の
政
治
理
論
に
お
い
て
も
、
自
然
状
態
が
そ
の
前
提
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
、
梢
あ
ら
っ
ぽ
い
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
使

　
　
っ
て
い
え
ば
、
自
然
状
態
は
政
治
理
論
に
お
け
る
．
．
欝
ぴ
撮
冨
舜
鶏
、
”
で
あ
り
、
自
然
的
個
人
は
．
．
。
。
陣
旨
覚
Φ
罷
Φ
飢
、
で
あ
る
と
い
え
る
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
あ
ろ
う
。
現
実
の
絶
対
主
義
国
家
は
、
一
度
、
白
紙
に
還
元
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
う
え
で
新
た
に
、
国
宝
が
自
然
的
個
人
を
基
礎

　
　
と
し
て
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
ロ
ッ
ク
は
自
然
状
態
に
お
け
る
自
然
的
個
人
を
、
い
か
な
る
性
絡
の
も
の
と
し
て
据

　
　
回
し
て
い
た
か
、
つ
ま
り
、
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
自
然
的
難
問
像
の
性
格
如
何
、
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
さ
て
、
不
安
（
§
＄
ω
ぎ
霧
の
）
が
、
そ
し
て
或
る
善
き
も
の
が
欠
け
て
い
る
為
に
心
の
感
ず
る
不
安
の
一
状
態
で
あ
る
欲
求
（
儀
Φ
ω
一
お
）

　
　
が
、
わ
れ
わ
れ
の
意
志
を
決
定
し
、
わ
れ
わ
れ
を
行
動
へ
と
赴
か
し
む
る
こ
と
は
、
絶
え
ず
経
験
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
、
と
ロ
ッ
ク
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
い
う
。
（
悔
⑳
o
α
潜
洩
り
　
三
目
．
　
媛
麟
ド
　
Q
◎
H
－
Q
o
㎝
）
そ
し
て
、
最
も
切
実
な
不
安
、
最
も
基
本
的
な
欲
求
は
、
死
の
不
安
で
あ
り
、
自
己
保
存
の
欲
求
で

　
　
あ
ろ
う
。
「
昔
の
哲
学
者
た
ち
は
、
最
高
善
は
富
に
存
す
る
の
か
、
肉
体
的
満
足
に
存
す
る
の
か
、
徳
に
存
す
る
の
か
、
或
は
観
想
生
活

　
　
に
存
す
る
の
か
と
空
し
く
尋
ね
ま
わ
っ
た
」
（
穿
ω
撃
H
｛
・
言
い
0
①
）
と
い
う
ロ
ッ
ク
は
、
わ
れ
わ
れ
の
行
動
の
原
理
を
、
最
高
善
（
。
。
鐸
露
－
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二
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諺
賃
ヨ
ぴ
。
口
＝
白
）
の
追
求
に
で
は
な
く
、
最
大
の
悪
（
o
う
二
欝
奪
煽
旨
P
　
露
鋤
一
q
一
類
）
の
排
除
に
求
め
た
の
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
自
然

　
　
的
個
人
は
、
自
己
保
存
と
い
う
自
然
的
欲
求
を
、
そ
の
行
動
の
第
一
原
理
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
自
然
的
・
基
本
的
欲
求

　
　
が
、
人
間
の
白
然
的
権
利
（
自
然
権
）
の
基
礎
と
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
欲
求
と
権
利
は
分
ち
難
く
結
ば
れ
て
い
る
。
「
人
は
、
一
量
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
れ
た
以
上
は
、
自
己
保
存
へ
の
権
利
を
持
つ
」
（
8
お
蝕
。
。
β
H
囲
・
⑳
誤
）
と
い
う
の
が
、
彼
の
政
治
思
想
の
根
に
あ
る
考
え
で
あ
る
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
っ
て
よ
い
。
最
高
善
追
求
の
義
務
で
は
な
く
て
、
最
大
の
悪
排
除
の
権
利
が
、
ロ
ッ
ク
の
主
彊
し
て
止
ま
な
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
　
　
つ
い
で
、
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
感
性
と
理
性
は
、
苦
痛
の
排
除
、
自
己
保
存
の
欲
求
の
為
の
手
段
で
あ
り
、
道
具
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

　
　
ロ
ッ
ク
は
、
「
わ
れ
わ
れ
の
諸
能
力
は
存
在
の
全
領
域
に
も
、
幸
す
べ
て
の
疑
惑
と
躊
躇
を
免
れ
て
い
る
完
全
で
明
噺
・
且
つ
包
括
的
な

　
　
知
識
に
も
適
し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
そ
の
能
力
の
所
有
者
で
あ
る
わ
れ
わ
れ
の
保
全
に
適
し
、
生
活
の
必
要
に
適
好
し
て
い
る
の
で
あ

　
　
る
し
（
麟
明
白
駈
。
餌
団
》
漸
く
6
騒
一
一
Q
Q
）
と
い
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
能
力
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
「
三
宮
の
大
き
な
仕

　
　
事
は
、
何
が
肉
体
を
害
し
、
或
は
利
す
る
か
を
わ
れ
わ
れ
に
気
付
か
し
む
る
こ
と
」
（
閃
ω
。
・
無
糖
H
・
〆
。
。
）
で
あ
り
、
理
性
は
「
存
在
の
果

　
　
て
も
な
き
海
原
」
（
国
。
。
鴇
ざ
欝
霞
。
皆
9
ご
ジ
刈
）
を
さ
ま
よ
う
こ
と
を
止
め
て
、
ひ
た
す
ら
快
・
苦
の
計
算
に
従
事
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ

　
　
の
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
の
能
力
を
正
当
に
使
用
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
自
由
は
第
一
義
的
に
は
行
為
者
の
自
由
、
人
間
の
自
由
で
あ
っ
た
が
（
］
円
ω
紛
㊤
図
》
　
H
H
曾
　
翼
諸
剛
曾
　
H
O
v
　
b
◎
目
）
、
意
志
の
自
由

　
　
は
、
理
性
の
計
箪
の
最
終
の
結
果
が
出
る
ま
で
、
意
志
の
決
定
を
差
し
控
え
る
こ
と
な
の
で
あ
る
（
国
の
ω
効
団
博
　
H
H
。
　
図
×
轡
　
隠
Q
◎
）
。
そ
し
て
、
こ

　
　
の
よ
う
な
理
性
の
討
量
と
し
て
の
自
由
が
、
ロ
ッ
ク
の
自
己
立
法
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
ロ
ッ
ク
は
、
カ
ン
ト
の
い
う
「
怜
倒
の
忠
告
し

　
　
（
菊
簿
富
。
匡
鋤
σ
q
Φ
偽
費
閤
貯
σ
q
ぴ
③
一
轡
）
の
働
く
地
平
で
、
自
己
立
法
を
見
、
善
を
見
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
ロ
ッ
ク
の
自
然
的
個
人
は
、
自
己
保
存
の
自
然
的
欲
求
と
権
利
を
有
し
、
そ
の
為
の
手
段
・
道
具
と
し
て
の
感
性
的
・
理
性
的
能
力
を

　
　
具
え
た
も
の
と
し
て
、
把
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
梢
大
胆
に
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
こ
の
手
段
・
道
具
と
し
て
の
感
性
・
理
性

　
　
の
教
え
る
と
こ
ろ
が
、
ロ
ッ
ク
の
い
う
自
然
法
の
内
実
な
の
で
あ
る
。
基
本
的
な
自
然
法
の
根
祇
を
な
す
も
の
は
、
自
己
保
存
の
権
利
で
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あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
ロ
ッ
ク
が
、
『
人
間
悟
性
論
』
の
第
一
巻
に
お
い
て
、
生
得
原
理
を
否
定
し
去
っ
て
い
た
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
認
識
論
に
お
け
る
生
得
原
理
の
否
定
と
、
政
治
思
想
に
お
け
る
自
然
法
原
理
の
主
張
と
は
、
ロ
ッ
ク
の
申
の
矛
盾
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

屡
々
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
乍
ら
、
ゴ
ォ
フ
も
指
摘
す
る
如
く
、
ロ
ッ
ク
は
、
す
で
に
一
六
六
〇
年
か
ら
六
四
年
に
か
け
て
の
草
稿

　
　
　
（
5
）

『
自
然
法
論
』
に
お
い
て
、
自
然
法
の
認
識
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
第
二
論
文
に
お
い
て
は
、
「
自
然
法
は
入
閥
の
心
の
中
に
刻
み
こ
ま

れ
て
い
る
か
、
一
意
」
と
い
＼
、
自
然
法
原
理
が
生
得
原
理
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
た
。
更
に
一
六
九
〇
年
公
刊
の
『
人
間
悟
性

論
』
第
一
巻
に
お
い
て
も
、
「
私
は
、
生
得
的
法
喜
を
否
定
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、
実
定
法
以
外
に
は
法
則
が
な
い
と
考
え
て
い
る
か
の

如
く
誤
解
さ
れ
た
く
な
い
」
と
い
＼
、
「
生
得
原
理
」
と
「
自
然
法
」
を
区
別
し
て
、
「
わ
れ
わ
れ
の
心
の
最
初
の
起
源
に
お
い
て
、
刻
み

つ
け
ら
れ
て
い
た
或
る
も
の
と
、
最
初
は
知
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
わ
れ
わ
れ
の
自
然
的
能
力
を
用
い
、
且
つ
、
正
当
に
応
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
知
識
に
到
達
し
得
る
よ
う
な
怠
る
も
の
と
の
聞
に
は
、
大
き
な
差
異
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
評
鶏
ざ
H
．
鉾
μ
G
。
）
。
ロ

ッ
ク
に
と
っ
て
、
自
然
法
は
生
得
原
理
で
は
な
く
、
習
得
さ
る
べ
き
原
理
で
あ
っ
た
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
自
己
保
存
の
欲
求
の
道
具
と
規
定
さ
れ
る
自
然
的
能
力
を
、
正
当
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
習
得
さ
れ
る
自
然
法
は
、
わ
れ
わ

れ
の
白
己
保
存
に
合
目
的
な
至
剛
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
康
然
法
の
経
験
化
で
あ
り
、
主
観
化
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な

ら
ぬ
。
　
ロ
ッ
ク
は
、
『
政
府
論
』
の
中
で
「
自
然
法
は
書
か
れ
ざ
る
法
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
人
間
の
心
の
中
の
ほ
か
に
は
何
処
に
も
見
出

さ
れ
な
い
」
（
6
欝
9
・
け
欝
ω
し
H
．
伽
お
O
）
と
い
＼
、
又
「
こ
の
法
は
た
だ
理
性
に
よ
っ
て
の
み
発
布
さ
れ
、
又
は
知
ら
さ
れ
る
の
で
、
ま
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

自
分
の
理
性
を
用
い
る
よ
う
に
な
ら
な
い
も
の
〔
子
供
〕
は
、
　
こ
の
自
然
法
の
下
に
あ
る
と
は
い
わ
れ
な
い
」
（
6
H
＄
臨
ω
Φ
。
。
蔵
目
・
鵬
零
）

と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て
更
に
、
か
か
る
自
然
法
の
主
観
化
は
、
各
人
の
精
神
能
力
の
程
度
の
差
異
が
種
々
さ
ま
ざ
ま
な
自
己
流
の
自
然

法
を
案
出
す
る
と
き
、
極
ま
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
自
然
法
の
主
観
化
は
、
今
述
べ
た
よ
う
な
自
然
法
の
内
容
の
主
観
化
に
止
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
。
法
に
は
強
制
・
賞
罰
が

　
　
　
　
ロ
ッ
ク
の
政
治
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
四
喜
八
十
四
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

34
1
　
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
は
、
　
ロ
ッ
ク
が
繰
り
返
し
述
べ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
（
国
器
鋤
ど
H
』
い
這
脚
H
H
●
環
く
馨
①
）
、
「
自
然
法
の
執
行

　
　
は
、
自
然
状
態
に
お
い
て
は
各
人
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
各
人
は
自
然
法
に
対
す
る
違
反
を
阻
止
し
得
る
程
度
ま

　
　
で
、
そ
の
犯
則
者
を
処
罰
す
る
権
利
を
有
す
る
の
で
あ
る
。
」
（
↓
器
蝕
ω
①
ω
払
囲
．
㈱
刈
）

　
　
　
自
然
法
は
、
か
く
て
、
そ
の
内
容
の
解
釈
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
執
行
も
又
、
自
然
的
個
人
の
主
観
的
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
そ
の
こ
と
は
、
自
然
的
個
人
の
自
己
保
存
の
個
人
的
権
利
、
そ
の
為
の
道
具
と
し
て
の
感
性
・
理
性
の
主
観
性
か
ら
の
帰
結
な
の
で
あ
る
。

　
　
序
に
、
こ
こ
で
触
れ
て
お
く
と
、
か
か
自
然
法
の
解
釈
・
執
行
の
主
観
性
の
も
た
ら
す
不
確
定
性
と
混
乱
と
が
、
自
然
的
個
人
を
社
会
契

　
　
約
へ
と
導
く
要
素
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
（
1
）
　
諺
謎
図
。
・
ω
躇
8
博
8
旨
ぎ
㈹
出
舞
9
碧
¢
民
臼
。
。
語
口
似
陣
φ
σ
q
び
団
ざ
げ
讃
い
o
o
犀
P
亀
．
｝
O
・
閃
鑓
器
穂
●
8
蔓
質
≦
U
o
く
巽
＆
一
八
。
戸
鱒
く
。
堕
》

　
　
　
　
　
同
り
総
．
以
下
の
引
用
も
こ
の
版
に
よ
る
。

　
　
　
　
（
2
）
　
噛
。
げ
跡
轡
o
o
財
ρ
8
ぞ
。
縛
器
母
富
Φ
ψ
o
玲
O
o
〈
o
美
言
Φ
奪
回
”
o
鎚
・
℃
●
簿
巴
Φ
貫
H
り
①
9
以
下
の
引
用
も
こ
の
版
に
よ
る
。

　
　
　
　
（
3
）
。
h
’
ぎ
8
ジ
即
H
．
し
9
ゆ
ピ
◎
。
箆
さ
。
注
⑦
魯
●
し
り
窃
q
・
・
噂
．
b
。
①
O
占
い
鼠
Φ
罫
郊
‘
H
三
δ
山
⊆
a
。
鐵
H
＜
’
b
。
旨
ε
”
稼
ぎ
営
。
劉
8
ぎ

　
　
　
　
　
8
婦
0
9
鋤
ω
＄
O
｛
O
O
く
①
目
旨
ヨ
O
譜
鉾

　
　
　
　
（
4
）
　
O
o
β
σ
q
ダ
｝
・
芝
ご
H
o
げ
講
い
o
o
冨
、
。
。
℃
o
露
ざ
巴
勺
露
δ
ω
8
び
ざ
H
Φ
㎝
①
●
隠
’
お
搾

　
　
　
　
（
5
）
　
旨
◎
ゲ
旨
ピ
o
o
搾
ρ
国
ω
鈴
毬
。
瓢
鼻
o
U
ρ
笥
。
出
費
鋤
鍵
冠
。
．
6
量
p
護
国
①
自
饗
p
儀
。
島
8
臣
ぴ
矯
≦
・
〈
o
言
い
①
塑
像
⑦
詳
昏
⊃
顔
汚
。
瓢
鄭
G
お
α
G
。
・
　
以
下
の

　
　
　
　
　
引
用
は
こ
の
版
に
よ
る
。

　
　
　
　
（
6
）
　
ロ
ッ
ク
は
、
『
政
府
論
』
第
二
部
六
〇
節
に
お
い
て
、
子
供
の
他
、
狂
人
・
座
痴
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

二
　
『
自
然
法
論
…
』
の
立
場

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
な
主
観
的
経
験
に
基
く
自
然
法
の
考
え
は
、
フ
ー
カ
ー
、
グ
ロ
チ
ウ
ス
、
プ
…
フ
ェ
ン
ド
ル
フ
と
い
っ
た
人
々

の
リ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
自
然
法
の
観
念
と
は
、
著
る
し
く
そ
の
内
容
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
倫
理
学
史
に
あ
て
～
い
え
ば
、

ヘ
ド
ニ
ズ
ム
と
呼
ば
れ
る
系
列
に
属
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
に
ロ
ッ
ク
の
自
然
法
の
観
念
を
主
観
的
に
把
え
、
そ



　
　
し
て
、
人
問
の
主
観
性
の
感
性
的
表
現
と
し
て
の
ヘ
ド
ニ
ズ
ム
へ
と
方
向
づ
け
て
解
釈
す
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
が
惹
起
さ
れ
る
よ
う

　
　
に
思
わ
れ
る
。
ロ
ッ
ク
の
倫
理
思
想
と
し
て
、
ヘ
ド
ニ
ズ
ム
と
ラ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
併
存
、
或
は
そ
の
両
者
の
い
わ
ば
申
聞
的
形
態
と
し

　
　
　
　
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ヘ
ド
ニ
ズ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
て
の
神
学
的
快
楽
論
が
、
論
ぜ
ら
れ
る
の
は
稀
で
は
な
い
。
そ
し
て
又
、
事
実
『
人
間
悟
性
論
』
『
政
府
論
』
に
お
い
て
も
、
マ
永
遠
の
法

　
　
則
」
と
か
「
神
の
法
則
」
と
か
い
っ
た
言
葉
が
、
散
晃
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
事
実
を
ど
の
よ
う
に
解
し
た
ら
よ

　
　
い
の
か
、
吟
味
を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
　
　
わ
れ
わ
れ
が
、
さ
き
に
触
れ
た
、
　
一
六
六
〇
難
論
の
草
稿
『
自
然
法
論
』
の
第
瞬
論
文
に
諭
い
て
、
　
ロ
ッ
ク
は
、
「
理
性
は
感
覚
的
経

　
　
験
を
と
お
し
て
自
然
法
の
認
識
に
到
達
し
得
る
か
」
と
自
問
し
、
「
挙
り
」
と
答
え
て
い
る
。
そ
こ
で
感
覚
と
理
性
の
共
同
作
用
（
自
然

　
　
の
光
）
に
よ
っ
て
そ
の
認
識
に
到
達
し
得
る
と
い
わ
れ
て
い
る
自
然
法
は
、
人
類
も
そ
の
一
部
で
あ
る
と
こ
ろ
の
宇
密
の
驚
嘆
す
べ
き
秩

　
　
序
・
規
則
性
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
又
同
時
に
、
神
の
意
志
の
表
現
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
ロ
ッ
ク
は
神
の
存
在
の
物
理
神
学
的
証
明

　
　
を
使
っ
て
い
た
。
自
然
法
は
、
単
に
人
間
の
主
観
理
性
に
つ
き
る
の
で
は
な
く
、
被
造
物
と
し
て
の
宇
宙
全
体
の
客
観
理
性
な
の
で
あ

　
　
る
。

　
　
　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
主
観
理
性
と
は
一
応
区
別
さ
れ
た
客
観
理
性
が
見
出
さ
れ
た
上
で
、
同
じ
『
自
然
法
論
』
の
第
七
論
文
に
お
い

　
　
て
、
被
造
物
と
し
て
の
自
然
の
法
上
と
、
被
造
物
と
し
て
の
人
間
の
理
性
的
本
性
と
の
間
の
、
一
致
・
調
和
が
述
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
即
ち
、
自
然
法
は
人
問
の
本
性
の
土
壌
の
う
ち
に
し
っ
か
り
と
根
を
下
ろ
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
こ
の
法
則
が
変
更
、
或
は
廃
棄
さ

　
　
れ
得
る
と
し
た
ら
、
そ
の
ま
え
に
人
聞
の
本
性
も
必
然
的
に
変
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
ロ
ッ
ク
は
い
っ
た
後
で
、
「
自
然
法
と
人

　
　
問
の
理
性
的
本
性
と
の
間
に
は
調
和
八
o
o
o
〈
⑦
浅
①
葺
冨
）
が
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
（
鵠
ω
ω
曙
。
。
o
⇒
鹸
①
ピ
鋤
項
o
h
署
9
・
け
當
目
ρ
℃
‘
お
Φ
）
。
　
そ

　
　
し
て
こ
の
調
和
に
よ
っ
て
、
主
襯
理
性
は
、
宇
宙
の
中
で
の
客
観
的
妥
当
性
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
と
い
え
る
。

　
　
　
か
く
し
て
、
人
間
の
行
動
の
原
理
は
、
自
己
保
存
の
欲
求
で
あ
る
よ
り
は
、
今
述
べ
た
調
和
を
支
え
る
神
の
法
で
あ
り
、
全
宇
密
の
永

　
　
遠
の
秩
序
で
あ
り
、
人
間
の
理
性
的
本
性
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
ロ
ッ
ク
は
、
「
す
べ
て
の
人
は
本
性
上
理
性
的
で
あ
る
。
そ
し
て
自
然
法
と

35一
　
　
　
　
　
　
ロ
ッ
ク
の
政
治
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一
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三
二

36
1
　
人
問
の
理
性
的
本
性
と
の
間
に
は
調
和
が
あ
り
、
且
つ
、
こ
の
調
和
は
自
然
の
光
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
ゆ
え
、
理
性
的
本
性
を

　
　
賦
与
さ
れ
た
す
べ
て
の
も
の
、
即
ち
、
地
上
の
す
べ
て
の
人
問
は
、
道
徳
上
こ
の
法
に
拘
束
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
ま
畠
・
）
。
こ
の
時

　
　
の
ロ
ッ
ク
の
神
は
、
わ
れ
わ
れ
が
第
六
論
文
で
出
合
う
「
こ
の
法
は
こ
の
全
能
の
立
法
者
の
意
志
で
あ
る
」
（
一
ぴ
一
目
．
》
　
℃
。
　
H
◎
Q
刈
）
と
い
う
よ

　
　
う
な
表
現
に
も
拘
ら
ず
、
内
容
的
に
は
、
、
．
＜
o
ピ
ロ
＄
は
。
。
什
．
、
の
神
で
は
な
く
て
、
、
H
簿
①
濠
。
貯
鑑
曾
．
、
の
神
で
あ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う

　
　
が
、
神
が
道
徳
性
の
窮
極
の
根
源
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
の
は
、
か
か
る
連
関
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
し
て
又
、
こ
の
凄
い
わ
れ
る
人
間
の

　
　
理
性
は
、
自
己
保
存
の
道
具
で
は
な
く
て
、
行
為
の
原
理
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
が
、
す
で
に
第
四
論
文
に
お
い
て
、
道
徳
的

　
　
原
理
或
は
自
然
法
と
し
て
の
理
性
と
、
比
量
的
能
力
（
岳
。
。
o
母
。
。
ぞ
㊦
壁
。
巳
蔓
）
と
し
て
の
理
性
を
区
別
し
て
い
た
こ
と
は
、
意
味
あ
る
こ

　
　
と
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
更
に
、
第
八
論
文
に
お
い
て
、
ロ
ッ
ク
は
ヘ
ド
ニ
ズ
ム
を
斥
け
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
「
各
人
の
利
益

　
　
が
自
然
法
の
基
礎
で
あ
る
か
」
と
問
わ
れ
、
「
否
」
と
答
え
ら
れ
て
い
る
。
　
一
六
六
〇
年
代
の
草
稿
『
自
然
法
論
』
に
お
い
て
、
　
ロ
ッ
ク

　
　
は
う
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
見
地
に
立
っ
て
い
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
ラ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
見
地
は
、
か
の
周
知
の
「
私
の
部
屋
で
の
五
・
六
人
の
友
人
の
会
合
」
（
国
ω
路
ど
↓
冨
国
営
巴
①
8

夢
⑦
ヵ
Φ
鼠
角
）
に
触
発
さ
れ
て
書
か
れ
た
、
　
一
六
七
一
年
の
草
稿
に
お
い
て
も
、
引
き
つ
づ
き
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
鴇
U
冨
坤
諺
．
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
第
一
九
節
で
は
、
「
…
…
行
為
は
、
規
則
と
の
一
致
・
不
一
致
に
従
っ
て
、
善
或
は
悪
と
よ
ば
れ
る
…
…
」
（
》
昌
　
円
鋤
冠
一
団
H
）
肘
紘
計
℃
塵
　
G
◎
ら
Q
）

と
い
わ
れ
、
更
に
第
二
六
節
で
は
、
「
…
…
わ
れ
わ
れ
の
行
為
に
つ
い
て
の
観
念
乃
至
基
準
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
作
製
に
よ
る
の
で
は
な

く
て
、
わ
れ
わ
れ
以
外
の
認
る
も
の
に
依
存
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
に
対
し
て
作
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
わ
れ
わ
れ
の
違
反
を
罰
す
る
力
を
持
つ
他
者
の
宣
書
さ
れ
た
意
志
或
は
法
則
に
よ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
行
為
に

対
し
て
定
め
ら
れ
た
規
則
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
ま
さ
し
く
善
・
悪
の
規
翔
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
行
為
の
そ
れ
ら
の

冷
害
へ
の
一
致
・
不
一
致
が
、
善
・
悪
を
わ
れ
わ
れ
に
も
た
ら
す
か
ら
で
あ
る
」
（
一
ぴ
一
瓢
曾
》
　
℃
●
　
ω
Φ
）
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
ド
ラ
フ
ト
を



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

書
い
た
時
、
ロ
ッ
ク
の
第
一
の
関
心
事
は
、
認
識
論
的
研
究
に
あ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
自
然
法
に
つ
い
て
は
、
ま
え
の
『
自
然
法
論
』
に

お
け
る
見
解
を
、
そ
の
ま
ま
持
ち
つ
づ
け
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
（
－
）
》
鍍
・
許
即
r
。
℃
．
舞
9
唱
ウ
二
野
塗
w
田
翁
Φ
び
》
・
P
ピ
。
舞
ρ
6
0
『
も
．
α
歴
フ
レ
ー
ザ
ー
は
昏
。
夢
8
落
剛
。
二
戸
警
乾
蝕
ω
ヨ

　
　
　
と
す
る
。

　
　
（
2
）
　
》
p
国
賀
ξ
U
疑
跨
。
｛
ピ
○
。
冨
、
ω
騨
。
。
亀
8
鷺
静
2
岩
屋
鼠
舞
。
o
愚
富
坤
○
謬
㌶
ω
旨
。
護
器
r
o
甑
。
。
．
男
．
H
．
》
費
。
謬
碧
鳥
旨
9
げ
び
”
お
。
。
9

　
　
（
3
）
。
幽
．
濤
雷
ざ
8
冨
喜
糞
一
Φ
8
昏
。
図
①
銑
鐸

三

ヘ
ギ
ニ
ズ
ム

快
楽
論
へ
の
傾
斜
と
神
学
的
快
楽
論

　
　
　
ロ
ッ
ク
が
、
ヘ
ド
ニ
ズ
ム
へ
と
導
か
れ
て
い
っ
た
の
は
、
彼
の
フ
ラ
ン
ス
滞
在
期
（
一
六
七
五
年
一
七
九
年
）
に
お
け
る
、
ガ
ッ
サ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
ン
デ
ィ
ス
ト
と
の
交
友
を
通
し
て
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
事
実
、
一
六
七
六
年
七
月
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
ヘ
ド
ニ
ス
ト
の
言

　
　
葉
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
、
幸
・
不
幸
、
善
・
悪
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
快
・
苦
と
い
う
感
情
に
基
づ
け
ら
れ
て
い
る

　
　
（
匂
O
q
吋
自
伝
｛
O
吋
H
①
匂
仁
一
《
い
痢
○
げ
昌
扁
U
O
O
搾
⑦
”
切
q
降
0
ウ
9
団
の
O
灘
帥
ゲ
O
ピ
勉
尋
◎
断
高
目
悼
⊆
N
①
．
け
目
鈴
魏
q
O
貯
瞥
Φ
恥
9
昌
恥
Φ
自
㍑
Φ
浮
び
団
ぐ
唱
●
く
O
P
轡
Φ
《
鮎
①
⇔
．
岬
町
収
、
　
二
六

　
　
三
頁
以
下
）
。

　
　
　
そ
し
て
こ
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
は
、
『
人
間
悟
性
論
』
の
第
二
巻
（
快
・
苦
の
様
態
に
つ
い
て
）
の
第
二
節
を
予
想
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ロ

　
　
ッ
ク
は
、
そ
の
節
に
お
い
て
は
、
「
物
ご
と
は
、
た
だ
快
・
苦
に
関
連
し
て
の
み
善
又
は
悪
で
あ
る
」
と
い
っ
た
後
で
、
善
・
悪
を
定
義
し

　
　
て
、
「
わ
れ
わ
れ
の
中
で
快
感
を
惹
き
起
こ
す
か
、
強
め
る
か
、
或
は
苦
痛
を
弱
め
る
か
し
が
ち
な
の
を
善
と
呼
び
、
…
…
又
逆
に
、
わ
れ

　
　
わ
れ
の
中
で
苦
痛
を
惹
き
起
こ
す
か
、
強
め
る
か
、
或
は
快
感
を
弱
め
る
か
し
が
ち
な
の
を
悪
と
名
づ
け
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
『
人
間
悟

　
　
性
論
』
の
他
の
箇
所
（
回
議
。
　
×
麟
歴
　
魁
Q
σ
）
に
お
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
善
・
悪
の
定
義
に
、
わ
れ
わ
れ
は
出
合
う
こ
と
が
出
来
る
。
そ
し
て
、

　
　
こ
の
よ
う
な
ヘ
ド
ニ
ズ
ム
へ
の
傾
斜
は
、
『
人
間
悟
性
論
』
の
書
か
れ
る
頃
か
ら
、
そ
の
度
を
加
え
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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三
四

　
ロ
ッ
ク
は
、
輔
六
七
九
年
に
パ
リ
ー
か
ら
ロ
ン
ド
ン
へ
帰
る
の
で
あ
る
が
、
彼
が
そ
の
秘
書
兼
侍
医
を
し
て
い
た
シ
ャ
フ
ツ
ベ
リ
卿
の

失
脚
と
い
う
事
件
が
あ
っ
て
、
、
彼
は
一
六
八
三
年
一
一
月
か
ら
八
九
年
二
月
ま
で
、
オ
ラ
ン
ダ
に
難
を
避
け
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
オ
ラ

ン
ダ
滞
在
期
の
終
り
頃
書
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
ペ
ー
パ
ー
が
あ
っ
て
、
そ
の
標
題
は
「
倫
理
学
一
般
に
つ
い
て
」
（
○
｛
卑
駅
舞
Φ
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

○
⑩
p
賃
巴
）
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
『
人
聞
悟
性
論
』
の
最
後
の
章
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
に

お
い
て
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
。
「
幸
福
と
不
幸
と
が
人
間
の
行
為
の
二
つ
の
大
き
な
動
機
で
あ
る
。
こ
の
世
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

お
い
て
、
人
々
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
方
で
忙
し
く
立
ち
働
い
て
い
る
が
、
彼
等
は
み
な
幸
福
を
目
指
し
、
不
幸
を
避
け
よ
う
と
欲
し
て
い
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ま
た
、
『
人
間
悟
性
論
』
の
公
刊
三
年
後
（
一
六
九
三
年
）
に
書
か
れ
た
覚
え
書
き
に
お
い
て
も
、
快
・
苦
が
善
・
悪
で
あ
り
、
意
志
を
動

か
す
動
機
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
か
く
し
て
、
ロ
ッ
ク
晩
年
の
ヘ
ド
ニ
ズ
ム
へ
の
傾
斜
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
彼
の
草
稿
『
自
然
法
論
』
は
、
友
人
（
智
ヨ
Φ
ω

、
り
鴇
冨
臨
）
の
度
重
な
る
出
版
の
促
し
に
も
拘
ら
ず
、
遂
に
草
稿
の
ま
＼
で
終
っ
た
の
で
あ
る
。
ヘ
ド
ニ
ズ
ム
へ
の
傾
斜
が
、
『
自
然
法
論
』

の
公
刊
を
阻
ん
だ
一
因
と
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
そ
れ
で
は
、
草
稿
『
自
然
法
論
』
の
申
で
考
え
ち
れ
て
い
た
よ
う
な
考
え
、
即
ち
、
全
宇
宙
を
貫
く
、
神
の
意
志
の
顕
現
と
し
て
の
客

観
理
性
を
、
自
然
法
と
す
る
考
え
が
、
フ
ラ
ン
ス
滞
在
を
境
と
し
て
全
く
捨
て
去
ら
れ
た
か
と
い
う
と
、
実
は
そ
う
は
い
え
な
い
の
で
あ

る
。
　
一
六
八
一
年
に
ロ
ッ
ク
が
フ
ー
カ
ー
の
『
教
会
政
治
法
』
（
鍛
。
。
訂
び
ヵ
‘
6
副
Φ
い
騨
≦
。
。
。
h
国
。
鉱
・
ω
鼠
。
。
野
点
℃
。
澤
ざ
H
α
り
全
竃
）
を
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

み
、
そ
の
抜
き
書
き
を
作
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
抜
き
書
き
に
添
え
て
、
彼
は
次
の
如
く
述
べ
、
自
然
法
へ
の
関
心

を
示
し
て
い
る
。
即
ち
、
「
疑
る
国
家
の
法
律
を
守
る
こ
と
は
市
民
的
義
務
で
あ
り
、
三
法
に
違
反
す
る
こ
と
は
犯
罪
で
あ
る
」
と
い
っ
た

後
で
、
「
い
か
な
る
国
家
に
お
い
て
も
自
然
法
に
よ
っ
て
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
、
守
る
こ
と
は
徳
（
鼠
講
霧
）
で
あ
り
、

そ
の
逆
は
悪
徳
（
≦
¢
吐
露
）
で
あ
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
な
お
、
『
人
間
悟
性
論
』
に
お
い
て
も
、
先
に
述
べ
て
き
た
ヘ
ド
ニ
ズ



　
　
ム
の
考
え
と
並
ん
で
、
『
自
然
法
論
』
の
考
え
が
散
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
道
徳
の
真
の
根
拠
、
そ
れ
は
た
だ
神
の
意
志
と
法

　
　
劉
の
み
で
あ
り
う
る
、
」
（
国
。
ゆ
の
僧
唄
M
H
・
一
一
・
の
）
或
は
、
「
神
の
法
則
に
よ
っ
て
、
私
は
、
人
々
に
膚
然
の
光
に
よ
っ
て
告
示
さ
れ
た
も
の
で
あ

　
　
っ
て
も
、
又
は
啓
示
の
声
に
よ
っ
て
告
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
神
が
人
々
の
行
為
に
対
し
て
定
め
た
法
界
を
意
味
す
る
」
（
渇
。
・
。
・
鋤
ざ

　
　
團
H
の
舞
く
鐸
G
。
）
と
い
わ
れ
て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
時
、
神
の
法
則
（
8
7
の
　
伽
囲
く
一
β
①
　
一
蝉
詞
く
）
は
、
市
民
法
や
慣
習
法
（
8
げ
①
o
晶
出

　
　
げ
≦
．
8
げ
Φ
冨
≦
o
隔
。
℃
首
δ
欝
o
H
諾
も
暮
簿
ご
口
）
か
ら
区
別
さ
れ
て
い
た
（
鐘
瓢
G
O
。
）
。

　
　
　
し
か
し
乍
ら
、
『
入
間
悟
性
論
』
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
出
合
う
神
の
法
鰯
と
い
う
観
念
は
、
新
た
な
色
ど
り
を
帯
び
て
い
る
よ
う
に

　
　
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
「
賞
と
罰
」
（
器
≦
節
巳
2
・
鼠
℃
§
δ
び
ヨ
Φ
簿
）
と
い
う
言
葉
に
か
け
ら
れ
た
重
み
に
よ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ

　
　
の
賞
・
罰
と
い
う
概
念
が
、
通
常
ロ
ッ
ク
に
帰
せ
ら
れ
る
「
神
学
的
快
楽
論
」
の
中
心
概
念
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
が
若
い
時
か

　
　
ら
抱
い
て
い
た
ラ
シ
ョ
ナ
ー
3
ズ
ム
が
、
後
年
ロ
ッ
ク
が
そ
れ
へ
と
傾
斜
し
て
い
っ
た
ヘ
ド
ニ
ズ
ム
の
中
へ
取
り
込
ま
れ
る
時
に
示
す
フ
ェ

　
　
イ
ズ
が
、
神
学
的
快
楽
論
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
賞
・
罰
の
観
念
が
テ
ィ
ピ
カ
ル
な
形
で
出
て
く
る
箇
所
か
ら
引
用
す
る
と
、
次
の
如
く
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
「
道
徳
的
善
・
悪
は
、
わ

　
　
れ
わ
れ
の
行
為
の
上
る
法
則
へ
の
一
致
・
不
一
致
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
法
則
に
よ
っ
て
、
立
法
者
の
意
志
と
力
に
よ
り
、
蕃
又
は
悪
が

　
　
わ
れ
わ
れ
に
も
た
ら
さ
れ
る
、
こ
の
善
。
悪
、
快
・
不
快
は
、
わ
れ
わ
れ
が
法
則
を
守
り
、
或
は
破
る
こ
と
に
、
立
法
者
の
命
令
に
よ
っ

　
　
て
伴
う
も
の
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
が
賞
・
罰
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
」
（
響
ω
醸
し
囲
．
軽
く
欝
α
）
。
そ
し
て
法
則
が
神
の
法
購
で

　
　
あ
る
場
合
、
立
法
考
は
い
う
ま
で
も
な
く
神
で
あ
る
か
ら
、
賞
・
罰
は
神
の
下
す
賞
・
罰
な
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
　
ロ
ッ
ク
は
道
徳
的

　
　
善
・
悪
と
、
そ
れ
に
随
伴
す
る
賞
。
罰
（
1
1
善
・
悪
字
快
・
不
快
）
と
を
、
　
一
応
区
別
し
て
い
る
か
に
晃
え
る
が
、
直
ぐ
ロ
ッ
ク
は
つ
穿

　
　
け
て
、
「
入
間
の
意
志
を
決
定
す
る
為
に
、
善
悪
の
若
干
の
強
制
を
、
そ
れ
に
結
び
つ
け
な
い
で
、
あ
る
規
則
が
人
皇
の
自
由
な
行
為
に
対

　
　
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
と
仮
定
す
る
の
は
、
全
く
無
意
味
で
あ
ろ
う
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
法
則
を
仮
定
す
る
場
合
は
い
つ
で
も
、
そ
の
法

　
　
則
に
結
び
つ
い
て
い
る
賞
罰
を
も
又
、
仮
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
H
H
亀
亡
く
鋒
①
）
と
い
う
時
、
法
則
と
賞
罰
は
密
接
な
関
係
に
立
た
さ
れ
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菊1
　
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
直
ぐ
そ
の
後
で
は
、
行
為
そ
の
も
の
の
自
然
的
結
果
と
し
て
の
善
悪
（
自
然
的
善
悪
）
か
ら
区
甥
さ
れ
た
、

　
　
賞
罰
と
し
て
の
善
悪
、
快
不
快
を
、
道
徳
的
善
悪
と
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
（
言
下
む
。
更
に
、
ア
ー
ロ
ン
の
引
用
す
る
箇
所
に
従
う
と
、

　
　
ロ
ッ
ク
は
、
自
然
的
善
悪
か
ら
区
別
さ
れ
た
道
徳
的
善
悪
を
定
義
し
て
、
次
の
如
く
い
っ
て
い
る
。
「
自
由
で
知
的
な
主
体
の
意
志
の
介
入

　
　
に
よ
っ
て
、
自
然
的
結
果
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
主
体
の
力
の
介
在
に
よ
っ
て
、
快
楽
と
苦
痛
を
惹
き
起
こ
す
も
の
が
、
道
徳
的
に
善
で

　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
あ
り
悪
で
あ
る
。
」

　
　
　
実
は
、
こ
の
賞
・
罰
と
い
う
観
念
は
、
す
で
に
幽
幽
六
〇
年
代
の
『
自
然
法
論
』
の
中
に
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
例
え
ば
そ
の
第

　
　
六
論
文
に
お
い
て
、
ロ
ッ
ク
が
、
、
「
す
べ
て
の
義
務
は
良
心
に
命
令
す
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
処
罰
へ
の
恐
怖
で
は
な
く
て
、
何
が
正
し

　
　
い
か
と
い
う
こ
と
の
理
性
的
了
解
が
、
わ
れ
わ
れ
を
義
務
の
下
に
お
く
、
そ
し
て
良
心
が
道
徳
上
の
判
断
を
下
し
、
わ
れ
わ
れ
が
罪
を
犯

　
　
し
た
と
身
に
覚
え
の
あ
る
時
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
処
罰
に
値
す
る
と
公
告
す
る
」
（
局
ω
ω
爵
ω
8
岳
ゆ
び
飴
≦
o
｛
2
急
斜
増
ρ
ワ
H
G
。
α
）
と
い
う

　
　
時
、
道
徳
的
善
悪
と
賞
罰
と
は
き
び
し
く
分
離
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
道
徳
的
善
悪
の
定
義
の
変
化
、
そ
の

　
　
定
義
の
中
で
賞
罰
と
し
て
の
快
苦
が
占
め
て
い
る
比
重
の
変
化
の
中
に
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ロ
ッ
ク
の
中
で
何
が
動
い
て
い
た
か
を
見
る
こ

　
　
と
が
出
来
る
筈
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
1
）
　
い
Φ
楼
山
¢
P
≦
．
＜
o
昌
↓
ぎ
鍵
。
像
煽
。
畠
。
ジ
8
”
ピ
。
舞
。
げ
閃
自
・
。
・
鋤
矯
ω
◎
果
圃
①
い
帥
≦
o
｛
Z
跨
葺
ρ
喝
．
課
’
こ
の
節
に
お
け
る
歴
史
的
論
及
に
関

　
　
　
　
　
し
て
、
筆
者
は
ラ
イ
デ
ン
に
多
く
を
負
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
（
2
）
　
ピ
建
α
①
P
ぐ
く
●
〈
◎
旨
「
二
ぴ
凱
．
り
や
8
．

　
　
　
　
（
3
）
○
。
薦
ダ
袖
．
≦
．
し
。
ぎ
い
。
。
冨
、
ω
℃
象
浮
評
℃
毫
◎
8
喜
団
も
．
。
。
よ
り
引
罵
。

　
　
　
　
（
4
）
　
ラ
イ
デ
ン
は
、
前
掲
書
・
序
論
・
七
二
i
七
三
頁
に
お
い
て
、
こ
の
猿
稿
を
全
文
掲
載
し
て
い
る
。

　
　
　
　
（
5
）
冨
且
o
P
≦
．
〈
自
‘
同
露
匙
艦
も
齢
雪

　
　
　
　
（
6
）
　
諺
錠
。
ン
丙
．
囲
．
》
o
唱
●
o
罫
》
℃
．
b
δ
8
．



141

四
　
徳
福
合
一
を
め
ぐ
る
問
題

　
以
上
に
お
い
て
見
て
き
た
よ
う
な
、
ラ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
神
学
的
快
楽
論
へ
、
そ
し
て
そ
こ
か
ら
ヘ
ド
ニ
ズ
ム
へ
と
い
う
変
化
は
、

自
然
法
観
念
の
主
観
化
、
経
験
化
、
或
は
感
覚
化
で
あ
り
、
又
隠
時
に
、
理
性
的
人
間
か
ら
感
性
的
人
間
へ
と
い
う
、
人
閥
像
の
変
化
で

あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
『
自
然
法
論
』
に
お
い
て
、
人
間
の
主
観
理
性
は
、
神
を
背
景
と
し
て
、
客
観
理
性
と
の
調
和
の
う
ち
に
休

ら
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
調
和
の
状
態
は
、
神
に
よ
る
翻
意
合
一
の
状
態
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
乍
ら
、
そ
の
よ
う
に
宇
宙

の
秩
序
に
調
和
輔
致
せ
る
主
観
理
性
は
、
実
は
、
神
の
似
姿
な
の
で
あ
っ
て
、
理
想
概
念
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、

現
実
の
人
間
に
と
っ
て
は
、
か
か
る
自
然
理
性
（
自
然
法
）
に
従
う
こ
と
、
或
は
自
然
理
性
と
調
和
せ
る
隈
り
、
自
然
法
そ
の
も
の
で
あ

る
理
想
概
念
と
し
て
の
主
観
理
性
へ
と
絶
え
ず
接
近
し
て
い
く
こ
と
は
、
義
務
な
の
で
あ
る
。
愕
然
法
、
或
は
神
の
法
が
、
永
遠
の
法
で
あ

る
と
い
わ
れ
、
又
来
世
に
お
け
る
魂
の
不
死
が
、
自
然
法
に
必
要
な
前
提
と
さ
れ
る
時
の
（
や
弓
ω
の
避
。
。
。
鋤
鋳
。
鐙
≦
。
h
2
餌
ε
目
①
”
や
ミ
G
。
●
）

含
蓄
の
一
つ
ほ
、
自
然
法
と
調
和
一
致
せ
る
主
観
理
性
は
理
想
概
念
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
徳
福
の
合
一
に
は
来
世
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
、

　
先
に
晃
た
如
く
、
神
学
的
快
楽
論
に
お
い
て
、
道
徳
性
の
観
念
が
感
覚
化
し
て
い
く
時
、
瞬
時
に
義
務
の
観
念
も
感
覚
化
し
て
い
く
こ

と
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
や
、
自
然
的
客
観
的
理
性
が
、
人
間
の
主
観
性
へ
と
吸
収
さ
れ
て
い
く
過
程
の
第
一
歩
が
踏
み

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
時
、
人
間
は
、
自
然
の
客
観
理
性
に
合
致
せ
る
理
性
的
人
聞
で
は
な
く
て
、
自
己
の
幸
福
を
追
求
す
る
感

性
八
人
闘
と
さ
れ
、
理
性
は
幸
福
追
求
の
為
の
手
段
へ
と
転
落
す
る
の
で
あ
る
。
感
性
で
は
な
く
理
性
が
、
今
度
は
、
禁
欲
す
る
愚
な
の

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
「
最
大
の
善
」
は
、
わ
れ
わ
れ
に
可
能
な
最
大
の
快
（
肉
体
的
或
は
精
神
的
快
）
と
し
て
の
幸
福
で
あ
る
と
さ
れ
る

（
団
匂
u
も
昏
驚
蜜
v
　
囹
H
●
　
醤
昏
夢
。
　
軽
G
Q
）
。
幸
福
は
全
能
者
の
神
で
さ
え
も
、
そ
の
下
に
お
か
れ
る
原
理
で
あ
る
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
る
（
圃
ぼ
餓
・
》
黛
）
。
従

っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
義
務
は
、
偽
り
の
幸
福
を
真
の
幸
福
と
見
誤
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
　
ロ
ッ
ク
は
、
「
わ
れ
わ
れ
が
為
さ
ん
と
し
て
い

　
　
　
　
ロ
ッ
ク
の
致
治
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
七
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42
1
　
る
善
・
悪
を
、
然
る
べ
き
吟
味
に
か
け
た
上
で
》
わ
れ
わ
れ
が
判
断
し
た
時
、
わ
れ
わ
れ
は
自
ら
の
義
務
を
果
し
た
の
で
あ
り
、
幸
福
邉

　
　
求
に
際
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
為
し
得
る
、
又
為
す
べ
き
、
す
べ
て
の
こ
と
を
為
し
た
の
で
あ
る
」
（
駿
儀
‘
幽
G
。
）
と
い
っ
て
い
る
。
そ
し
て

　
　
更
に
、
そ
れ
に
続
け
て
、
「
正
当
な
る
吟
味
の
最
終
の
結
果
に
従
っ
て
、
欲
求
し
、
意
志
し
、
行
為
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
本
性
の

　
　
完
成
で
あ
る
」
（
気
仙
．
》
）
と
い
＼
、
又
別
の
箇
所
で
は
、
「
真
の
確
固
た
る
幸
福
を
、
注
意
深
く
絶
え
ず
追
求
す
る
と
こ
ろ
に
、
知
的
本
性

　
　
の
最
高
の
完
成
が
存
す
る
」
（
H
H
●
　
×
×
｝
。
　
α
込
。
）
と
い
う
の
で
あ
る
。
又
、
「
無
限
の
完
成
、
即
ち
、
幸
福
」
（
白
瓜
．
噂
訟
）
と
い
っ
た
表
現
も

　
　
使
わ
れ
て
い
る
。
『
自
然
法
論
』
に
お
い
て
は
、
自
然
法
に
合
致
せ
る
理
性
的
人
聞
が
、
　
人
間
の
理
想
像
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
　
こ
こ

　
　
で
は
、
真
の
幸
福
（
貯
器
訂
箒
貯
①
ω
。
。
）
！
そ
れ
は
又
、
．
．
霞
蓉
｛
魯
。
ぽ
矯
、
、
と
か
．
．
高
詠
ぴ
房
の
、
、
と
か
い
わ
れ
て
い
る
が
一
を
絶
え

　
　
ず
追
求
し
、
そ
れ
に
劉
達
し
た
人
間
が
、
神
に
嘉
せ
ら
れ
た
人
な
の
で
あ
り
、
人
間
の
理
想
像
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
し
か
し
乍
ら
、
こ
の
世
に
お
い
て
、
各
人
の
眼
が
、
迫
り
来
る
情
念
に
よ
っ
て
曇
ら
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
的
確
な
判
断
を
下
し
、

　
　
真
の
至
福
に
達
す
る
こ
と
は
、
到
底
、
不
可
能
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
性
の
吟
味
が
、
「
最
終
の
結
果
」
に
達
す
る
の
は
、
来

　
　
世
の
儒
仰
に
お
い
て
の
み
な
の
で
あ
る
。
幸
福
は
、
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
は
、
極
限
概
念
な
の
で
あ
る
（
め
。
。
。
。
曙
”
囲
H
．
湊
凶
唖
命
）
。
神
は
、
「
来

　
　
世
に
お
け
る
無
限
の
重
さ
と
持
続
を
も
つ
賞
罰
に
よ
っ
て
」
わ
れ
わ
れ
に
義
務
を
強
翻
す
る
、
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
（
H
H
●
　
X
メ
〈
一
一
一
。
　
Q
O
）
。

　
　
義
務
の
遵
守
と
し
て
の
徳
と
、
神
の
報
酬
と
し
て
の
福
と
の
合
一
は
、
来
世
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
ロ
ッ
ク
は
次
の
よ
う
に
い
っ
て
い

　
　
る
。
即
ち
、
「
こ
の
世
に
お
け
る
行
為
に
応
じ
て
、
来
世
に
お
い
て
す
べ
て
の
人
に
伴
う
、
完
全
な
幸
福
、
或
は
完
全
な
不
幸
と
い
う
融
々

　
　
の
状
態
を
、
予
想
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
、
彼
の
選
択
を
支
配
す
る
善
悪
の
尺
度
は
、
〔
他
の
人
々
の
場
合
と
は
〕
大
変
異
っ
て
い
る
。
と

　
　
い
う
の
は
、
現
世
に
お
け
る
い
か
な
る
快
・
苦
も
、
来
世
に
お
け
る
不
死
な
る
魂
の
永
遠
の
幸
福
、
或
は
烈
し
い
不
幸
と
は
、
較
べ
も
の

　
　
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
の
能
力
の
範
囲
に
あ
る
行
為
は
、
現
世
に
お
い
て
、
そ
の
行
為
に
伴
う
束
の
間
の
快
・
苦
に
よ
っ
て
で

　
　
は
な
く
、
来
世
に
お
い
て
、
永
続
す
る
完
全
な
幸
福
を
確
保
す
る
に
役
立
つ
よ
う
に
と
、
選
択
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
。
」
（
囲
H
．
　
×
×
劉
　
㊦
鱒
）

　
　
来
世
に
及
ぶ
、
賞
と
罰
に
よ
る
神
の
支
配
が
、
こ
の
時
の
ロ
ッ
ク
の
「
実
践
的
道
徳
の
根
砥
」
（
H
H
●
　
×
図
挫
　
上
弦
⇒
）
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。



　
　
　
し
か
し
逆
に
い
え
ば
、
来
世
に
お
け
る
至
福
が
、
行
為
の
原
理
た
り
得
る
の
は
、
来
世
を
確
信
し
て
揺
が
な
い
人
に
と
っ
て
の
み
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
い
う
こ
乏
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
．
ヘ
ド
ニ
ズ
ム
と
い
わ
れ
る
所
以
は
、
そ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
来
世
の

　
　
信
仰
に
生
き
得
ぬ
人
に
と
っ
て
、
事
情
は
ど
う
変
る
で
あ
ろ
う
か
。
非
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
の
発
見
、
宗
教
戦
争
を
そ
の
頂
点
と
す
る
キ

　
　
リ
ス
ト
教
世
界
自
体
の
内
部
分
裂
を
、
す
で
に
経
験
し
て
い
た
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
問
い
は
、
決
し
て
架
空
の
問
い
で
は
な

　
　
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
「
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
の
小
屋
、
」
（
譲
。
。
醸
”
回
・
陣
・
b
。
刈
）
「
ア
メ
リ
カ
の
森
」
（
摩
8
静
①
。
・
”
鐸
伽
ω
メ
簿
。
・
）
は
、
す
で
に
親
し

　
　
い
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
宗
教
戦
争
の
惨
劇
は
、
未
だ
そ
の
尾
を
引
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
ロ
ッ
ク
に
と
っ
て
、
人
間
の
魂
の
不
死
の
確
信
は
、
理
性
の
領
域
に
で
は
な
く
、
信
仰
の
領
域
に
属
す
る
こ
と
、
い
う
ま
で
も
な
い

　
　
（
嘗
ω
遷
弧
く
曾
美
洋
噴
）
。
『
人
間
悟
性
論
』
の
眼
目
の
一
つ
は
、
人
闘
の
知
識
の
業
界
を
鮮
明
に
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で

　
　
ロ
ッ
ク
は
、
「
も
し
人
が
こ
の
世
に
お
い
て
の
み
希
望
を
持
ち
、
こ
の
世
に
お
い
て
の
み
楽
し
む
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
れ
ば
、
彼
等
が
、

　
　
こ
の
世
に
お
い
て
彼
等
を
害
す
る
す
べ
て
の
事
物
を
避
け
、
彼
等
を
楽
し
ま
せ
る
す
べ
て
の
事
物
を
追
う
と
い
っ
た
仕
方
で
、
彼
等
の
幸

　
　
福
を
追
求
す
る
の
は
、
不
思
議
な
こ
と
で
も
、
不
合
理
な
こ
と
で
も
な
い
ト
（
幽
い
拷
圏
噸
窃
①
）
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
つ
ま
り
、
教
会
か

　
　
ら
解
放
さ
れ
た
自
然
的
導
入
の
行
為
の
原
理
は
、
来
世
で
の
至
福
で
は
あ
り
得
ず
、
差
し
当
っ
て
は
、
現
世
の
幸
福
な
の
で
あ
る
。
行
為

　
　
の
原
理
は
、
こ
こ
で
は
っ
き
り
と
世
俗
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
だ
が
、
来
世
で
の
至
福
か
ら
分
離
さ
れ
た
、
現
世
で
の
幸
福
の
概
念
は
、
行
為
の
原
理
と
さ
れ
る
に
は
、
余
り
に
も
不
確
定
な
原
理
で

　
　
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
幸
福
の
概
念
の
中
に
な
に
を
込
め
る
か
は
、
人
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
あ
っ
て
、
「
同
一
の
こ
と
が
、
す

　
　
べ
て
の
人
に
、
ひ
と
し
く
善
な
の
で
は
な
い
。
」
（
国
ω
ω
9
楼
》
　
H
H
・
　
×
聚
一
．
　
G
n
α
）
わ
れ
わ
れ
が
【
に
お
い
て
引
用
し
た
、
「
昔
の
哲
学
者
た
ち
は
、

　
　
最
高
善
は
富
に
存
す
る
の
か
、
肉
体
的
満
足
に
存
す
る
の
か
、
徳
に
存
す
る
の
か
、
或
は
観
想
生
活
に
存
す
る
の
か
と
空
し
く
尋
ね
ま
わ

　
　
つ
た
し
（
門
門
．
暑
鳳
●
q
①
）
と
い
う
ロ
ッ
ク
の
言
葉
は
、
こ
の
よ
う
な
文
脈
に
お
い
て
い
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
確
固
た
る
行

紹
為
の
原
理
は
、
最
嚢
口
の
追
求
に
で
は
な
く
、
最
大
の
悪
の
排
除
に
求
め
ら
れ
た
．
芝
、
す
で
に
↑
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
ロ

ー　
　
　
　
　
　
ロ
ッ
ク
の
政
治
思
、
想
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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44一
　
　
ッ
ク
は
、
『
人
間
悟
性
論
』
の
第
一
版
（
一
六
九
〇
年
）
に
お
い
て
、
「
善
、
よ
り
大
な
る
善
が
、
わ
れ
わ
れ
の
意
志
を
決
定
す
る
し
（
両
・
。
ω
僧
ざ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
蜂
鼠
2
麟
湊
｝
・
b
。
㊤
）
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
第
二
版
（
一
六
九
四
年
）
以
後
に
お
い
て
は
、
「
最
大
の
善
で
は
な
く
、
さ
し
迫

　
　
つ
た
不
安
が
、
意
志
を
決
定
す
る
」
（
｛
目
’
　
翼
×
一
．
　
ω
窃
）
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
今
述
べ
て
き
た
よ
う
な
、
　
ロ
ッ
ク
の
思
想
の
動

　
　
き
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
　
神
学
的
快
楽
論
の
立
場
で
は
、
幸
福
の
追
求
は
義
務
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
世
俗
的
立
場
で
の
自
己
保
存
は
、
権
利
な
の
で
あ
る
。

　
　
生
命
へ
の
自
然
的
権
利
を
有
す
る
主
体
と
し
て
、
「
人
間
は
生
来
、
す
べ
て
自
由
で
あ
り
、
平
等
で
あ
り
、
そ
し
て
独
立
し
て
い
る
」
の
で

　
　
あ
る
（
摩
窪
蕾
⑦
。
。
亀
目
．
一
髪
）
。
そ
し
て
、
か
か
る
権
利
を
保
障
す
る
も
の
は
、
最
早
、
神
で
は
あ
り
得
ず
、
先
ず
、
各
入
の
精
神
的
・
身

　
　
体
的
行
為
、
即
ち
、
感
性
の
直
観
的
摺
示
・
理
性
の
考
量
・
身
体
の
労
働
等
で
あ
る
。
生
活
欲
求
の
自
律
的
主
体
と
し
て
の
、
「
人
間
の
必

　
　
要
は
、
人
間
に
労
働
す
る
こ
と
を
強
い
た
の
で
あ
り
、
」
（
6
冨
p
瀞
Φ
ρ
目
［
●
伽
繊
）
そ
し
て
、
「
労
働
と
、
そ
の
労
働
を
加
う
べ
き
材
料
を
、

　
　
必
要
と
す
る
人
間
生
活
の
状
態
は
、
必
然
的
に
私
有
財
産
を
創
始
す
る
」
の
で
あ
る
（
葦
儀
・
）
。
財
産
は
、
生
命
と
自
由
の
必
要
条
件
な
の

　
　
で
あ
る
。
従
っ
て
、
生
命
・
自
由
・
財
産
（
濠
ρ
甥
げ
①
慧
ざ
。
の
冨
叶
①
．
）
の
三
つ
の
個
人
的
権
利
は
、
屡
々
、
財
産
権
（
鷲
。
娼
興
受
）
と
し

　
　
て
一
括
さ
れ
て
い
る
（
摩
Φ
幾
ω
8
鐸
伽
。
。
ご
費
b
。
。
。
噌
①
菌
ρ
）
。
こ
の
時
の
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
人
間
像
は
、
財
産
（
箕
。
℃
①
溝
団
）
　
へ
の
自
然
的

　
　
権
利
を
、
そ
の
行
為
の
原
理
と
す
る
人
間
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
自
然
的
権
利
と
、
そ
の
為
の
道
具
で
あ
る
感
性
・
理
性
の
指
示
が
、

　
　
自
然
法
に
そ
の
内
容
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
自
然
法
は
自
然
権
に
そ
の
基
礎
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
さ
て
、
生
命
の
保
存
と
自
由
（
意
志
の
自
由
、
及
び
行
為
の
自
由
8
冨
9
瀞
⑦
。
。
u
紅
斑
G
。
）
の
範
囲
の
大
き
さ
は
財
産
の
大
き
さ
に
ょ
っ

　
　
て
、
限
定
づ
け
ら
れ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
財
産
の
大
き
さ
の
程
度
は
、
労
働
に
内
在
す
る
倫
理
と
し
て
の
勤
勉
（
凶
穿

　
　
砦
の
け
曙
）
に
よ
っ
て
、
決
ま
る
と
さ
れ
る
。
即
ち
、
「
さ
ま
ざ
ま
の
度
合
の
勤
勉
が
、
人
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
割
合
で
所
有
物
を
も
た
ら
す
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
（
摩
婁
冨
ω
L
幣
紹
。
。
）
と
ロ
ッ
ク
は
い
っ
て
い
る
。
勤
勉
と
財
産
の
増
大
の
一
致
が
、
い
わ
ば
、
徳
福
合
一
の
現
世
的
・
世
俗
的
形
態
で

　
　
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
現
世
的
・
世
俗
的
徳
福
合
一
が
、
自
然
法
の
内
実
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
自
然
法
の
旦
ハ
体
的



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

解
釈
と
実
際
的
執
行
と
は
、
自
然
状
態
に
お
い
て
、
各
個
人
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
す
で
に
騙
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　
　
（
1
）
　
ロ
ッ
ク
は
、
『
人
間
糟
性
論
』
第
一
版
・
第
二
巻
・
第
二
一
輩
・
第
二
八
節
一
叢
三
八
節
を
、
　
第
二
版
以
後
に
お
い
て
、
　
大
幅
に
書
き
改

　
　
　
め
、
第
二
八
節
一
第
六
二
節
と
し
た
。
第
一
叛
・
第
二
八
節
一
第
三
八
節
は
、
フ
レ
ー
ザ
ー
版
・
第
一
巻
・
三
七
五
頁
以
下
に
所
収
。
o
胤
．

　
　
　
男
量
ω
o
ひ
》
○
‘
（
亀
．
y
》
昌
潤
ω
ω
鍵
0
8
8
讐
ぼ
σ
q
鵠
償
資
雪
q
p
蕾
屡
欝
ロ
山
ぎ
凹
く
。
ピ
や
8
リ
り
き
8
卜
○
．

　
　
（
2
）
　
ロ
ッ
ク
は
、
財
産
の
増
大
は
貨
幣
の
発
明
に
よ
っ
て
可
能
に
な
っ
た
と
す
る
。
8
H
雷
け
置
Φ
ρ
脅
U
蒔
Q
。
曾

五
市
民
国
家
の
成
立

　
　
　
そ
れ
で
は
、
か
か
る
自
然
法
は
、
個
人
の
主
観
的
権
利
の
無
政
府
状
態
へ
と
、
全
く
解
消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

　
　
そ
う
い
っ
て
し
ま
え
な
い
の
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
は
、
自
然
法
の
客
観
性
を
、
人
聞
理
性
の
一
種
目
客
観
性
に
基
づ
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ

　
　
れ
る
。
こ
こ
で
一
種
の
客
観
性
と
い
う
の
は
、
人
間
一
般
の
主
観
的
能
力
に
み
ら
れ
る
、
自
己
保
存
に
対
す
る
合
匿
的
性
の
一
般
的
現
象

　
　
で
あ
る
。
一
般
的
に
観
察
さ
れ
る
、
理
性
の
合
目
的
性
が
、
自
然
法
の
客
観
性
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ロ
ッ
ク
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
情
念
或
は
利
害
に
よ
っ
て
自
然
法
を
誤
っ
て
引
用
し
、
誤
っ
て
用
い
る
、
と
い
う
時
（
8
窓
鋤
瀞
Φ
ρ
軍
塑
b
。
冷
⑳
お
◎
驚
ρ
）
、
そ
れ
は
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
然
法
の
画
各
観
性
を
予
想
し
て
の
こ
と
な
の
で
あ
る
。
又
、
自
然
法
の
自
然
た
る
所
以
は
、
な
に
ほ
ど
か
の
客
観
性
に
あ
る
の
で
な
け
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
な
ら
な
い
。
自
然
を
人
為
へ
と
解
消
し
よ
う
と
す
る
D
・
ヒ
ュ
ー
ム
は
、
「
正
義
の
規
則
は
、
入
為
的
で
は
あ
る
が
恣
意
的
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
そ
れ
ら
を
自
然
の
法
副
と
呼
ん
で
も
不
適
当
な
表
現
で
は
な
い
、
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
を
、
こ
の
文
脈
で
思
い
起
こ
し
て
お
い

　
　
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
さ
て
、
し
か
し
乍
ら
、
自
然
法
の
客
観
性
が
、
人
問
理
性
の
正
当
な
使
用
に
基
く
限
り
、
理
性
の
誤
用
か
ら
免
れ
得
な
い
自
然
的
個
人

　
　
に
よ
り
、
解
釈
さ
れ
、
執
行
さ
れ
る
自
然
法
は
、
な
お
、
主
観
性
と
不
確
定
性
と
を
免
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
自
然
状
態
は
、
闘
争
状
態

　
　
を
常
に
可
能
性
と
し
て
持
っ
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
、
自
然
法
の
客
観
性
が
、
国
家
に
よ
っ
て
、
確
度
的
に
確
立

燭　
　
　
　
　
　
ロ
ッ
ク
の
政
治
思
想
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一



　
　
　
　
　
　
哲
学
研
究
　
第
四
百
八
十
四
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

461　
　
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
時
、
自
然
的
喜
入
と
国
家
と
を
媒
介
す
る
も
の
と
し
て
、
社
会
契
約
理
論
が
登
場
す
る
こ
と
に

　
　
な
る
。
絶
対
主
義
国
家
は
、
自
然
状
態
の
設
定
に
よ
っ
て
、
自
然
的
個
人
へ
と
分
解
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
今
度
は
、
社
会
契
約
の
設

　
　
定
に
よ
っ
て
、
自
然
的
個
人
か
ら
市
民
国
家
が
溝
築
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
契
約
は
、
自
己
保
存
に
合
目
的
な
自
然
法
の
保
障
と
引
き

　
　
換
え
に
、
自
然
法
の
個
人
的
解
釈
、
及
び
執
行
の
権
利
を
放
棄
す
る
こ
と
へ
の
、
自
発
的
岡
意
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
自
然
状
態
を
支

　
　
配
す
る
自
然
法
は
、
国
家
の
内
部
で
廃
棄
さ
れ
る
の
で
は
な
く
て
、
よ
り
合
目
的
な
形
で
存
続
し
、
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
自
然
法
の
客
観
性
は
、
自
然
状
態
に
お
い
て
は
、
絶
え
ず
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
市
民
国
家
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は

　
　
多
数
決
の
原
理
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ロ
ッ
ク
は
、
「
各
人
は
、
他
の
人
々
と
一
繍
の
政
府
の
下
に
、
一
つ
の
国
家
を
造

　
　
る
こ
と
に
同
意
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
数
者
の
決
定
に
服
従
し
、
又
そ
れ
に
よ
っ
て
拘
束
さ
る
べ
き
義
務
を
、
そ
の
社
会
の
各
成
員
に

　
　
対
し
て
負
う
の
で
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
（
↓
器
幾
ω
⑦
。
・
払
ピ
鷲
刈
）
。
　
ロ
ッ
ク
の
普
遍
は
、
」
算
術
的
多
数
な
の
で
あ
っ
て
、
彼
は
ノ
ミ
ナ
リ

　
　
ズ
ム
の
晃
地
に
立
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
論
点
の
レ
ヴ
ェ
ル
は
異
る
が
、
後
年
、
ル
ソ
ー
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
な
、
多
数
と

　
　
真
な
る
普
遍
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
は
、
ロ
ッ
ク
で
は
問
題
と
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
時
、
ロ
ッ
ク
は
、
一
般
市
民
の
良
識
に
信
頼
し
て
い

　
　
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
が
、
又
一
方
、
個
人
の
自
然
権
が
強
調
さ
れ
る
限
り
、
ノ
ミ
ナ
リ
ズ
ム
の
立
場
は
貫
か
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

　
　
で
あ
る
。
社
会
契
約
理
論
は
、
カ
ン
ト
も
い
う
如
く
、
恩
人
の
自
然
権
、
天
賦
自
然
の
諸
権
力
を
、
国
家
の
枠
の
中
に
は
め
こ
む
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
可
能
な
ら
し
む
る
唯
一
の
手
段
、
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
又
逆
に
、
国
家
の
存
在
根
拠
を
、
個
入
の
自
然
権
に
基
づ
け
る
理
論
で
で
も

　
　
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
か
く
し
て
、
個
人
の
勤
勉
と
財
産
の
増
大
の
一
致
と
い
う
、
現
世
的
・
世
俗
的
早
福
合
一
の
保
障
が
、
国
家
の
任
務
と
さ
れ
る
の
で
あ

　
　
る
が
、
そ
の
時
、
教
権
と
俗
権
、
教
会
と
国
家
と
は
、
完
全
に
分
離
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
教
会
と
国
家
の
分
離
に
、
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

　
　
の
成
熟
せ
る
形
で
の
「
寛
容
」
（
け
O
一
⑳
H
ρ
鐸
け
岡
陣
）
の
理
論
は
、
基
づ
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
は
、
「
寛
容
に
関
す
る
書
簡
」
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
次
の
如
く
い
う
。
即
ち
、
「
国
家
は
、
人
々
自
ら
の
弁
難
的
利
益
を
、
獲
得
し
、
保
持
し
、
増
進
さ
せ
る
為
に
の
み
構
成
さ
れ
た
、
人
々
の



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

社
会
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
」
従
っ
て
、
「
魂
の
世
話
は
、
政
治
的
統
治
者
に
委
ね
ら
れ
て
は
い
な
い
。
」
一
六
六
〇
年
の
王
政
復
古
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

も
た
ら
し
た
、
嵐
の
あ
と
の
「
静
け
さ
の
到
来
を
最
大
の
喜
び
と
満
足
と
を
も
っ
て
迎
え
ざ
る
を
得
な
い
」
と
い
っ
た
時
の
ロ
ッ
ク
は
、
ア

ン
グ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
六
八
六
年
置
ロ
ッ
ク
は
、
亡
命
の
地
オ
ラ
ン
ダ
で
、
「
寛
容
に
関
す
る
書
簡
」

を
し
た
た
め
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
今
ま
で
の
所
論
と
思
い
合
わ
せ
る
と
き
、
興
味
あ
る
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
（
1
）
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ロ
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簡
を
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ア
ム
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テ
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ム
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一
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叛
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無
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道
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地
に
立
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時
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自
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ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
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、
著
る
し
く
、
ノ
ミ
ナ
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テ
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ク
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客
観
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編
み
込
ま
れ
た
入
間
の
理
性
の
立
場
は
、
今
や
捨
て
ら
れ
て
、
い
わ
ば
人
間
の
露
的
論
が
と
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
「
自
然
」
の

　
　
立
場
で
あ
る
よ
り
は
「
功
利
」
の
立
場
で
あ
ろ
う
。
一
九
世
紀
以
後
の
ロ
ッ
ク
の
読
者
は
、
ロ
ッ
ク
が
自
然
法
と
い
う
用
語
を
使
う
理
由

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
を
理
解
す
る
の
に
困
難
を
感
じ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
「
自
然
」
の
観
念
の
系
譜
の
中
か
ら
出
て
き
た
、
そ
の
よ
り
感
覚
的
表
現
が
、
「
功

　
　
利
」
の
観
念
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
が
、
デ
カ
ル
ト
は
「
精
神
の
小
説
」
を
書
い
た
が
、
ロ
ッ
ク
は
「
精
神
の
歴
史
」
を
書
い
た
、
と
い
っ
て
以
来
、
ロ
ッ

　
　
ク
は
二
．
　
ー
ト
ン
と
共
に
、
啓
蒙
の
供
紀
の
導
き
の
星
と
な
っ
た
。
啓
蒙
の
旗
紀
の
掲
導
理
念
は
、
世
紀
の
進
み
行
く
に
つ
れ
て
、
「
自

　
　
然
」
の
観
念
か
ら
「
功
利
」
の
観
念
へ
と
展
開
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
ロ
ッ
ク
は
、
す
で
に
そ
の
展
開
を
自
ら
の
中
に
お
い
て
先
取

　
　
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
意
味
を
こ
め
て
、
わ
れ
わ
れ
も
又
、
ロ
ッ
ク
は
啓
蒙
の
世
紀
の
導
き
の
星
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
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ARTICLES　IN　THIS　ISSUE

Tゐ80tttlineげsuchαπarticleα3　aPPears勿more　than　Oπθπ謝多うθプげ塀5

　nzagaxine　is　to　be　given　together　with　the　last　instal）nent　of　the　article．

John　Lecke’s　Po｝itical　Thought

by　Satoshi　Tsukazaki

　　In　this　paper，　1　attempt　to　make　clear　the　character　of　Locke’s　political

thought　by　examining　the　development　of　his　naturaHaw　teaching．

　　IR　the　Latin－Essays　on　the　Law　ef　Nature　written　in　1660－1664，　Locke

derives　natura！　law　from　man’s　rational　nature　and　this，　in　its　turn，　from

God’s　wisdom　and　the　eternal　order　that　prevails　in　the　universe．　There　is

a　harmony　（convenientia）　between　natural　law　and　man’s　rational　nature．

And　in　this　state　of　‘convenientia’　a　necessary　connection　between　virtue

and　happiness　exists．　But　the　concept　of　‘convenientia’　is　a　ideal　concept，

and　a　necessary　connection　between　the　two　is　net　visible　in　this　life　and

caR　be　guaranteed　only　if　there　is　a　life　after　death．

　　Locke’s　moral　theory　became　hedonistic，　prebably　as　a　result　of　his　contact

wlth　the　Gassendists　during　his　sojourn　in　FraRce　（1675－1679）．　When　Locke

attempted　to　reconc11e　the　hedonistic　theory　with　his　earlier　rationalistic

theory　by　cpnceiving　moral　goodness　or　badness　as　tl｝e　reward　or　punish－

ment，　i．　e．　the　pleasure　or　pain　following　the　observation　or　breach　of　a　law

rnade　by　God，　he　accepted’　the　standpoint　of　the　Christian　hedonisrn．　The

concept　of　‘the　divine　reward　and　punishment　in・　another　life’　plays　a　iin－

portant　r61e　in　his　Christian　hedonism．　According　to　this　theory，　the　true

happiness　consists　in　the　divlne　reward　in　another　life．　Kowever，　our

assurance　that　there　is　another　life　belongs　to　the　province　of　falth　and　n6t

to　that　of　reason．　】しocke　says　that　reason　cannot、demonstrate　三t．．The

Chrlstian　hedonism　based　on　the　belief　in　a　life　after・　de’ath　’would　not　be

1



unversally　accepted　as　unquastlonably　true．　The　Christian　hedQnism皿ust

be　secularized．

　　But　the　concept　of　happiness　is　too　vague　to　be　made　the　principle　of

action．　Accordingly，　Locke　sought　the　pripciple　of　action　not　in　the　pursuit

of　happiness　but　in　the　preservation　of　life．　Everyone　has　the　natural　right

to　．preserve　himself．　Since　self－preservatiPn　reqgires　properi　y，’　the’right　te

property’ 奄刀@a　corollary　of　the　fundamental　rlght　of　self－prdservation．　lt　is

labour　that　creates　property，　and　different　degrees　of　industry　give　men

property　in　different　proportions．　The　necessary　connection　between　the

lndustrious　labour　and’　the　eniargement　of　property　is，　so　to　spealc，　the

secularized　｛orm　o｛　‘the　connecti．　on　between　virtue　and　happines＄’．　And　this

secularized　form　of　the　connection　gives　the　natural　law　its　content．　lt　is

now　not　God　but　State　that　guq．　rantees　this　connection　in　this　world．　State

is　completely　separated　from　Church．　Locke’s　concept　of　the　natural　law

was　thus　completely　secularized．　’

Betrachtu祖霧曲er　die　S重r瓶k趣r　des　dichterischen　Ku無stwe遠s

－besonders　von　ihrer　Mehrschichtigkek　und　Einheitlichkeit一一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　von　Hiroko　Kitamura

　　Die’　existentielle　EigentUmlichl〈eit　des　Kunstwerks　tiberhaupt　liegt　ln　seiner

reiR　intentionalen　Gegenstandlichkeit．

　　Unter　・den　Kttnsten　hat　das　dichterische　Kunstwetk　seine　existenzielle

ElgeRtUmlichkeit　darin，　dass　es　ein　aus　mehreren　heterogenen　Schichten

aufgebautes　Gebilde　ist．　Das　heisst，　seine　E1gentttmlichkeit　besteht　in　seiner

・Mehrschichtigkeit　und　zugleich　auch　in　seiner’@Einlteitlichkeit．　Betrachtet

man　das　dichterische　Kunstwerk　von　diesem　Zusammenhang　aus，　so　’danR

man　hier　die　ldee　der　inneren　Form　und　dort　die　physische　・und　metaphy－

sisehe　Schichten　auszeichnen．　Nun　handeit　es　sich　aber　um　die　Art　’und

Weise，　wie　die　innere　Form　als　die　・Vereinigungskraft　aus　den　ElementeR

der　mehreren　Schichten・ein　Gebilde　formt．　Also　bedarf　es　zun2chst，　um

das　Problem　zu　16sen，　der　Klarung　des　Wesens　des　“Sprechen”，　woratis　die

Sch6pfung　des　dichterischen　Kunstwerks　besteht，’　und・　der　immittelbaren

Begrttndung　der’　inneren　Form　durch　das　Sprechen．
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